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ますかjという質問をし，両方の回答結果を比べたものであるO 川崎市教職員組合(1982. 10 ) 
「先生は理解してくれているかJ
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もひとりひとりの学習活動をよく見きわめる時間がないのであるO 例えば 2年生の算数で， rなん
ばいJということを習うが?教師が黒板の上にもとの長さを書きその 3倍の長さを下に示して 3倍
ということの指導をして「わかりましたかjといって終わるならば， これは全くの一斉指導のみで
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